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全残高 般会計 企業会計 許比 税比
神戸市 14，589 5，689 9，900 190 567 
横浜市 22，722 7，258 15，464 213 380 
4古屋市 17，151 5，596 11，555 207 383 
京都市 11，565 4，428 7，141 217 485 







































東京都 292，103 4.50% 
横浜市 60，638 5.60% 
大阪市 45，700 3.10% 
神戸市 315，634 42.20% 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いよいよ 1992年 9月 1日にまちびらきを迎え
ることとなった.すでにパブルが崩壊していた時
期である.まちびらき当初の施設配置図は、前の

































































































事業所融 1991年 1996年 1999'竿 2001年 2004'年 2006年
，、ノ〈
96 528 605 625 551 651 ランド
官 9，943 8，039 8，383 8，699 8，318 8， 754 























































































1980年 1985年 1990年 1995年 2000年E∞5年
一・-0ー14歳ー・-15-64歳一企-65一歳
年齢層別 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年
0-14歳 310 230 421 463 328 246 
15-64歳 1，611 1，292 1，967 1，815 1，710 1，651 
65歳 244 289 384 490 530 587 
合 割 2，171 1，826 2， 794 2，768 2，569 2，491 
丁 別 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年
1 丁目 10 5 1.249 1.327 1.239 1. 173 
2 丁目 22 23 15 4 6 8 
3 丁目 21 7 
4 丁目 344 306 221 209 142 86 
5 丁目 434 291 306 513 443 387 
6 丁目 598 550 427 411 411 405 
7 丁目 763 651 555 304 321 432 









1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2∞5年
一←0-14歳『・-15-64歳ー企-65-歳
年齢層別 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年
は 1995年をピーク 0，327人)として、 2005年







































15-64歳 1，409 1，532 1，895 1，579 2，402 2，567 
65歳 200 246 281 310 583 748 
合 間 2，022 2，101 2，470 2，082 3，327 3，721 
丁 別 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年
1 丁目 453 560 809 753 647 681 
2 丁目 204 214 207 62 238 239 
3 丁目 217 259 270 223 321 372 
4 丁目 306 215 271 200 552 646 
5 丁目 297 328 243 207 677 688 
6 丁目 545 525 670 637 892 1.095 
合 剖 2，022 2， 101 2，470 2，082 3，327 3，721 
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1985年 11988年 11991年 11994年 11997 
南 1 62.6651 75.472 
卦I 7521 8261 8011 7051 831 
出所神戸の商業一商業統許調査結果」各年版より筆者作成.
第3-3表売場面積 (単位:n1) 
1982年 11985年 119唱B年 11991年 11994年 11997年 11999年
神戸駅南 1 85.3241 91.5241 90.890 
















































































































































ランド情報センタ一、 2008年 7月 1日商号変更)












神戸商工会議所 神戸市 5 
竹中工務庖 大阪市 3.995 
住友生命 大阪市 3.000 
日本生命 大市 3.000 
日本電気 東京都 3.000 
大阪ガス 大阪市 2.000 
一菱倉庫 東京都 2.000 
































資本と地域 第6・7合併号 (2旧10年 10月)
第4-2表神戸， Pン
|貸借 照表(単位 百万円 1I 
自警 831 506 469 
霊童
2.0891 2.16， 2.08 
2.037 1. 97 888 
41 192 一1」2EL 2.920 2.670 
負債及び資本の部
璽霊 371 201 255 803 71! 534 
負債合計 1，174 916 789 
ζ金 6501 1. 650 650 
96 104 
当 96 104 111 
741 1. 75~ 4Z4」昼旦L 負慣・ 2，920 2，670 
主主香 質事 f単物 百万阿
J主重品畳主 8001 761 65! 
74'1 722 61: 
53 39 4 
25 21 18 
29 27 
1: 




4‘ 企;当 10 8 7 
l主 86 96 104 
当 リ益 96 104 11 
画存可照表 7瓦可 宵"Pll1200面扉雇 I2007年度
資産の部
流動資産 481 328 
固定資産 1. 926 1. 941 
有形固定資産 1. 832 1. 777 
無形固定資産 l l 
投資その他の資産 91 163 
資産合許 2.407 2.269 
負債及び純資産の部
流動負債 228 137 
固定負債 405 345 
退職給付引当金 7 
その他 397 
負債合計 633 481 
株主資本 1. 774 1. 787 
資本金 1. 650 1. 650 
利益剰余金 124 137 
(その他利益剰余金) 124 137 
純資産合計 1. 774 1. 787 
負債・純資産合計 2，407 2，269 
計軍書(単位 育万円1
ム需 601 53 
原柿 379 352 
222 179 
~V 17: 154 
48 25 
2 
l用 1 12 
34 16 
F卯l 2 
1弓| 32 15 















































属性 名称 議決権等の 関連当事者と所有 Iの&圃圃係への就任









































取引の肉容 取引金額 科目 期末残高






資本と地域 第'"7合併号 (2010年 10月}
第H 園現庄のハーパーヲンド
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ミ日才 軒灯台?巳ガス・【縛戸市岡山自
































































































売上高 前期比 従業員数 臨時従業期 期間 (百万円) (判) (名) 員(名数) 
第86期 2004. 4-2005. 3 15.430 90.8 9 177 
第87期 2005. 4--2006， 3 14，78 95.8 10 186 
第田期 2006. 4...207. 3 14，441 97.7 93 193 
第四期 2007. 4....208. 3 13，721 95.0 85 213 










1985年 19回年 1991年 1994年 1997年 1999年
一・一神戸駅南一・一三宮一企一元町













• • • 。1999年 2002年 2004年 2叩7年
一・ー ハー パー ヲシドー ・一三宮一合一元町
出所前図と同じ.
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1999年 2002年 2田4年 2007年








ハーパーランド 56，1601 40，4721 38， 1却
2R2.3291 243.8281 23ft 0151 241. 665 
Z 町1185，4391 180，4071 176，5141 182，719 
出所・前表と同じ.
第ト12表 売場面積の推移 (1985年-1999年単柱 ri)
1 1985年 11988年11991年11994年11997年 11999年
第4ー13表 売場面積の推秒 (1999年-2007年) (単位:ri) 
l1999年 12002年 12曲4年 1 2007年
ハーパーランド 83，6551 77，6331 98，叩2
官1202，9891 193，4751 211，7931 2町，967



















































































































































































































































































































































共デベロッパー論 (第2巻)J勤草書房、 1993年、 79
ベ-y。
e広原、前掲書、 111ベージ。橋本徹編「挑戦する みな













































































1905-1980~ 1981年、 123、281、502ベー ジ。 80年史
編纂委員会編『神戸製鋼80年J1986年、 165ペー ジ。
86明石移転10周年記念行事記念誌編集委員会編『技術研
































































































































































































(http://www.kobeh町 borl阻 d.com/about/ index.h凶 l、
初日9年 11月28日データ取得)参照。
74山本企画部長へのヒアリング調査による。
75 r神戸市外郭団体経営評価委員平成17年度活動報告書』
2∞6年、 10ペー ジ。
76綜合ユ=コム『レジャー産業資料』第38巻第1号、2005
年、 24ベージ。この中で、(株)ジオ・アカマツ取締役(当
時)の吉田将人氏は、「立地、ターゲット、テナント構成
ともに難易度の高い物件であり、計画づくりには頭を悩ま
したj と述べている。
77渡辺米英「ユニタロ神戸ハーパーランド庖進む大型化
戦略とグループシナジー効呆の完成度J~販売革新』 第 45
巻第5号、羽田年、 76ベ}ジ。
宿高山議員は、平成12年第3固定例市会(第2日)(2000 
年9月22日開催)において、以下のように指摘している。
Iハーパーランドも撤退が相次ぎ、順風満帆とは言えませ
ん。遊休地を順々に再開発していったら、結果として面的
につながりましたというのでは、全体としてのまとまりを
欠き、景観についても計画的に整備できませんから、魅力
も半減してしまいます。個々の事業の強力なコンセプトと
ともに、全体としてのピジョンを明確にする必要があるの
ではないでしょうかJ(神戸市会会議録より引用)。
"青木係長へのヒアリング調査による。なお、青木係長は
ハーパーランドのことを「顔が見えない」と指摘していた。
曲山本企画部長へのヒアリング調査による。
81神戸市会平成18年文教経済委員会 (2006年3月 23日
開催)において、自民党神戸市会議員団の平野昌司議員(当
時)は、以下のように指摘している。「ハーパーランドな
んかは、またこれ、非常に落ち込んでいますよねE ダイエ
ーが飛んでまうわ、阪急もしんどい、大阪ガスもおらへん
なとか、いろんなところで、にぎやかになったハーパーラ
ンドがどんどん行ってまうと。大手は大手で、やっぱりつ
ぶれたら撤退して空き庖舗になってまうという、新たなと
ころにまた進出しよるという、この繰り返しなんですけE
も。それを一遍、ちょっと真剣に考える局はないのかなと。
産振だけではちょっと無理だなと@やっぱり市長も含めて、
真剣にそういうプロジェクトをつくって、地元の地場の意
見を聞いてみるとe それで、何も財政支援をせえというん
じゃなくて、環境整繍も含めて、認識をして、やっぱりや
るべきではないかなと。大分遅きに失した感があるんです
けど、ちょっとお考えないと、こんなこと書かれても、書
いとるというだけになってしまうんですよね。そんなんで
一部有効なやつもわかりますよ。ところが、まさしくこん
なとこで、流通機構の、言うたら改革なんか書かれたら、
これまだしも逆ゃないかということになっちゃうんでね。
文章では簡単に書けますよね。現実は全然違うという、こ
の辺、一遍ちょっと真剣に考えてくれないかなということ
で、局長が音頭とって、一遍、相談してくれないかと思う
んですがJ(神戸市会会議録より引用)白
曲青木係長へのヒアリング調査による。
(2009年京都大学経済学部卒業論文)
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